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§１．研究成果の概要 

本課題は，ランダムネスの計算効率に与える影響に焦点を当て，乱択アルゴリズム設計の技法

と脱乱択化の数理に関する研究を進めている．離散数学，確率論，数理論理学（数学基礎論）な

どの数学に基づき，乱択化と脱乱択化，理論と応用を有機的に連携させた研究を進めている． 

2018年度は，著名な未解決問題である二部グラフの独立集合族の数え上げ（#BIS）の多項式時

間乱択近似可能性への挑戦として，離散凸解析の技法の応用を目指し，必要な数理の研究に取

り組んだ．具体的には，対数優モジュラ分布の部分クラスである対数 M 凸分布からのサンプリング

の計算量について議論し，これが#BIS 困難であることを示した[3]．また，社会的課題への応用とし

て，スケジューリング問題に対するオンライン学習アルゴリズムの設計に関する成果 [1]と，平面上

で乗り換えのある最短経路探索問題に対する重み付き Voronoi 図を用いた乱択アルゴリズム設計

の成果[2]を得ている． 
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